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��月月

２月６日（日）、固定チームナーシング部署別活動報告会が行われ、看護
師長、副師長、主任、チームリーダーら７５人が出席し報告を行いました。
今年は、１２部署のチームリーダーが年度当初に設定した目標にそって、
１年間取り組んだ内容を発表しあいました。他部署の活動内容を理解し、
自分たちの活動を考える良い機会になりました。
講師の西元勝子先生からは、様々な角度から評価を受け、次年度に向け

新たな第一歩となりました。
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健康のひろば（３月号）

１
つ
に
は
糖
尿
病
が
、
そ
の
症
状
を
自

覚
す
る
こ
と
な
く
進
行
し
、
患
者
様
が
気

付
い
た
と
き
に
は
既
に
合
併
症
が
起
き
て

い
る
こ
と
で
す
。

２
つ
目
に
は
、
糖
尿
病
の
治
療
が
患
者

様
自
身
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
自
己
管
理
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
ら
で
す
。
一
口

に
自
己
管
理
と
い
っ
て
も
、
食
事
・
運
動
・

イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
の
薬
物
療
法
に
加
え
、

血
糖
・
血
圧
・
体
重
の
測
定
と
多
岐
に
及

び
、
こ
れ
ら
を
生
涯
続
け
る
こ
と
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
糖
尿
病
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
社
会
的
要
求
に
応
え
て
２
０
０
０
年

に
発
足
し
た
の
が
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導

士
制
度
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
）
で
あ
り
、
こ
の
制

度
に
基
づ
き
、
糖
尿
病
療
養
指
導
の
専
門

家
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
糖
尿

病
療
養
指
導
士
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）」
で
す
。

当
院
に
は
９
名
の
Ｃ
Ｄ
Ｅ
が
お
り
、
内

訳
は
看
護
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
薬
剤
師

が
各
１
名
、
管
理
栄
養
士
４
名
、
理
学
療

法
士
２
名
で
す
。
５
つ
の
専
門
職
が
揃
っ

て
い
る
病
院
は
県
内
で
も
少
な
く
、
当
院

の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

�

糖
尿
病
教
室

�

合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

�

患
者
会
の
育
成

今
回
は
、三
階
西
病
棟
・
榛
村
師
長
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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健康のひろば（３月号）

医
師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
検
査
技
師
・
薬
剤
師
を
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
チ
ー
ム
医
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

活
動
内
容
は

��

糖
尿
病
教
室

 
糖
尿
病
教
室

�
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

００

１１

１５

２
週
間
１
ク
ー
ル
の
内
容
で
繰
り
返
し

て
い
ま
す
。
平
成
３
年
か
ら
開
催
し
て
い

る
歴
史
あ
る
教
室
で
す
。院
内
外
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

��

合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

 
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

�
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１８

００

１９

００

入
院
中
の
患
者
様
一
人
一
人
の
病
態
と

治
療
方
針
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
は
事
例
を
通
し
て
の
学
習
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。

��

患
者
会
の
育
成

 
患
者
会
の
育
成

『
糖
尿
病
は
医
者
に
掛
か
る
だ
け
で
は

治
せ
な
い
。
今
、
あ
な
た
に
必
要
な
の
は

正
し
い
知
識
と
先
輩
患
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
す
。』
こ
れ
は
、
昭
和　

年
に
発
足
し
た

３８

日
本
糖
尿
病
協
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
基
づ
き
、
静
岡
県

糖
尿
病
協
会
は
平
成
９
年
に
発
足
し
、
精

力
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
県
内
に
は

　

分
会
あ
り
ま
す
。
当
院
も
長
年
の
夢
が

２６叶
い
患
者
会
「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」
を
立
ち

上
げ
、
平
成　

年
に
第
１
回
総
会
を
開
催

１５

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
患
者
会
員　

名
、
ス
タ
ッ
フ
会

２０

員　

名
で
す
。ま
だ
ま
だ
成
長
途
上
で
す
。

１８
患
者
様
主
導
の
活
動
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
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こ
れ
ら
の
役
割
を
実
践
す
る
に
は
、
私

達
Ｃ
Ｄ
Ｅ
が
糖
尿
病
に
対
す
る
新
し
い
知

識
を
学
び
患
者
様
と
共
に
考
え
、
実
生
活

の
中
で
で
き
る
方
法
を
編
み
出
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

つ
ま
り
患
者
様
も
医
療
者
も
確
か
な
情

報
を
確
か
な
知
恵
に
置
き
換
え
て
実
践
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
当
院
で
は

患
者
様
を
中
心
に
チ
ー
ム
医
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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糖尿病患者会「オリーブの会」は、

随時会員を募集しています。

糖尿病でお悩みのかたとそのご家

族が対象です。お問い合わせは、

掛川市立総合病院　�22-6211
3階西病棟（内線531）榛村まで
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4

患者様が糖尿病の療養生
活に向けて、より良い習慣
に行動変容し、さらに継続
できるように援助する。�

糖尿病に対する深い知識
を持ち患者様に接する。�

患者様が自分自身の生活
習慣を振り返ることができ
るように援助する。�

患者様の社会的・心理的
背景を理解する。�

糖
尿
病
の
医
療
は
日
々
進
歩
し
て
い
ま

す
。
常
に
新
し
く
確
か
な
情
報
を
得
る
た

め
に
は
勉
強
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
勉
強
会
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

糖
尿
病
患
者
様
が
ど
こ
の
医
療
機
関
に

受
診
さ
れ
て
も
質
の
良
い
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
地
域
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
親
睦
を
図
り
地
域
連
携
に
役
立

て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
こ
の
２
点
を
目

的
に
「
小
笠
Ｃ
Ｄ
Ｅ
会
」
が
生
ま
れ
ま
し

た
。毎

月
第
３
土
曜
日
、　

時
〜　

時
、
当

１４

１６

院
の
サ
ロ
ン
講
義
室
を
会
場
に
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
４
年
目
を
迎

え
、
そ
の
内
容
も
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
今

後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。近
隣
の
病
院
、

医
院
、
企
業
な
ど
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

厚
生
労
働
省
は
、「
健
康
日
本　

（　

世

２１

２１

紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
）」の

中
で
「
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
」
を
立
ち

上
げ
、
糖
尿
病
・
合
併
症
の
増
加
に
対
し

て
国
家
レ
ベ
ル
で
糖
尿
病
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

わ
が
国
の
糖
尿
病
患
者
の
内
、
良
好
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
維
持
し
て
い
る
の
は
僅

か　

％
に
過
ぎ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

１６
す
。
こ
の
数
字
を
見
た
だ
け
で
も
い
か
に

糖
尿
病
治
療
の
継
続
が
難
し
い
か
が
分
り

ま
す
。

患
者
様
に
は
「
自
己
責
任
」
の
も
と
の

管
理
が
、
治
療
の
結
果
と
な
り
ま
す
。
そ

し
て
私
達
ス
タ
ッ
フ
に
は
患
者
様
へ
の
正

し
い
情
報
を
提
供
す
る
と
い
う
「
説
明
責

任
」
が
つ
い
て
き
ま
す
。
相
互
の
責
任
が

果
た
せ
る
よ
う
に
患
者
様
と
共
に
歩
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
、
新
た
に
６
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
Ｃ

Ｄ
Ｅ
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
全
員

合
格
す
る
よ
う
に
皆
さ
ん
是
非
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。

C
D
E
の
主
な
役
割
は
、
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「頭部・腹部血管撮影装置」を導入�
�

「頭部・腹部血管撮影装置」を導入�
�

4

健康のひろば（３月号）

平
成　

年　

月
、
血
管
撮
影
装
置
「
ア

１６

１２

ン
ギ
オ
シ
ス
テ
ム
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
装
置
は
、
脳
神
経
外
科
が
行
う
頭
頚

部
血
管
造
影
検
査
や
、
放
射
線
科
が
行
う

胸
部
・
腹
部
・
四
肢
等
の
血
管
造
影
検
査

に
使
用
さ
れ
、
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ

り
高
画
質
画
像
か
つ
低
被
ば
く
線
量
で
検

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血
管
撮
影
と
は
、
鼠
径
（
股
）
ま
た
は

肘
よ
り
直
径
３
�
程
度
の
細
い
カ
テ
ー
テ

ル
（
チ
ュ
ー
ブ
）
を
動
脈
ま
た
は
静
脈
の

目
的
部
位
近
く
ま
で
挿
入
し
、
ヨ
ー
ド
造

影
剤
を
注
入
し
て
血
管
を
写
す
、
Ｘ
線
精

密
検
査
で
す
。
血
管
撮
影
後
に
治
療
（
塞

栓
術
、
薬
剤
注
入
、
血
管
形
成
術
等
）
を
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当
院
腎
セ
ン
タ
ー
医
療
助
手
を
中
心
に

行
っ
て
い
る「
透
析
室
の
癒
し
の
空
間
作
り
」

が
、
全
国
自
治
体
病
院
学
会
分
科
会
推
薦
演

題
に
決
定
し
ま
し
た
。

患
者
様
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
、
季
節
に
見
合
う
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

な
ど
の
癒
し
の
空
間
作
り
を
行
い
、「
透
析
室

が
明
る
く
な
っ
た
！
」
と
大
変
ご
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
も
ぜ
ひ
一
度
、
腎
セ
ン
タ
ー
に

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
癒
し
の
空
間
を
感

じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
透
析
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
回
導
入
さ
れ
た
装
置
に
は
、
３
Ｄ

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
併
設
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
３
Ｄ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、血
管
の
３
Ｄ（
立

体
）画
像
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

得
ら
れ
た
血
管
像
は
、
３
６
０
度
の
自

由
な
視
点
か
ら
観
察
が
行
え
、
動
脈
瘤
の

形
状
確
認
や
複
雑
に
分
岐
す
る
微
細
血
管

と
動
脈
瘤
と
の
正
確
な
位
置
関
係
の
把
握

な
ど
に
優
れ
た
効
力
を
発
揮
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
手
術
前
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
り
、
患
者
様
に
わ
か
り
や

す
い
説
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
期
待

さ
れ
ま
す
。
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頭部血管手術後3D画像



健康のひろば（３月号）

5

� ３月１６日（水）　午後６時３０分から８時
 テーマ：肝硬変とともに暮らす
� 掛川市立総合病院１階　サロン講義室
� 肝臓病に関心のある方、肝臓病でお悩みの方とそのご家族
� 無料
� 総合診療科　 柳正弘医師
 他、薬剤師・栄養士・看護師
 掛川市立総合病院　���������
 消化器科外来　（内線���）
申込不要。筆記用具を持参の上、直接会場へお越しください。

��������	
��������

��������	
�������

��������	
��������

��������	
�������

��������	
����

募集�募集�� � � �
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募集�募集������

����３月１２日（土）
 午後１時３０分から３時３０分
��� 掛川市立総合病院外来棟　検診室
����胎動を感じる頃の妊娠２０週以後の
 方とそのご家族
��� 資料代　２００円（おやつ付き）
��� 掛川市立総合病院助産師
�� 　��  掛川市立総合病院　� 22-6211
 3階西病棟(内線531）
 要予約

����������	
�����������

�����������	
�����������

��������	
�������

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
										











����������

１
月　

日
（
日
）、
今
年
は
第　

回
目
の
開
催

２３

５０

に
な
る
「
掛
川
市
内
駅
伝
大
会
」
に
、
当
院
か

ら
２
チ
ー
ム
（
て
く
て
く
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
掛

川
市
立
総
合
病
院
チ
ー
ム
）が
出
場
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
沿
道
の
皆
様
の
た
く
さ
ん
の
声
援

を
受
け
て
、
曇
り
が
ち
で
し
た
が
、
風
も
な
く

ま
ず
ま
ず
の
天
気
の
中
、
ち
か
ら
い
っ
ぱ
い
市

内
を
め
ぐ
る
駅
伝
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し

た
。優

勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、
ケ
ガ
も
な
く
両

チ
ー
ム
と
も
完
走
。
選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。
ま
た
、応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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と　き

ところ
対　象
参加料
講　師

問

前回、2月16日の
教室では、当院内科鮫島

先生による特別講演も行われ、
Ｃ型肝炎へのお茶の効用に
ついてもお話があり

ました。
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健康で明るい方、人のお世話の好きな方、人とのコミュ
ニケーションがとれる方、ボランティアを続けられる方

条件

経験不問対象

病院を訪れるかたのご案内、看護用材料作り内容

��������	
�������������
��������	
����������

募集�募集�

ボランティア室では、ご家庭で不要に
なった木綿の布を同じ大きさに切断
し、病棟で使用できる材料にしていま
す。昨年もたくさんの布をいただきま
した。ご厚意本当にありがとうござい
ました。

掛川市立総合病院　病院総務課
��������・内線���

問・申
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健康のひろば（３月号）

■各科外来担当医師一覧表（３月予定）■
★受付時間　新患の方……午前８時１５分～１１時００分　　再診の方……午前７時３０分～１１時００分
★診療時間　　　　　……午前８時３０分～　※緊急手術や、学会等への出席のため、担当医師の変更や休診する場合があります。

3月の「腎臓病教室」
��������������������������
��������	
����������
��������������	
�

お　知　ら　せ金木水火月診　療　科
●�若井◯特 は「睡眠時無呼吸い
びき」の特殊外来のみ：午前
●�◯新 は長岡（循環器科）が担当
●血液内科の診療は午前１０時～
●各診療時間及び木曜日の新患
については、ご確認ください。

�　柳◯総 
八　 島◯腎 
茶　 谷◯糖 
山　 本◯腎 
福　 山◯糖 

藤　 田◯腎 
茶　 谷◯糖 
山　 本◯腎 
五　 島◯総 
若　 井◯神 

福　 山◯新 
八　 島◯腎 
茶　 谷◯糖 
五　 島◯総 
渡　 邉◯糖 
中　 村◯血 

　　　　
八　 島◯新 
福　 山◯糖 
茶　 谷◯糖 
山　 本◯腎 

若　 井◯特  

長　 岡◯新 
藤　 田◯腎 
福　 山◯糖 
五　 島◯総 

若　 井◯神 

１
２
３
５
６
７
１２

内 科

鮫　 島
宇 都 宮

�　 柳◯総 
水 谷

鮫　 島�　 柳◯総 
宇 都 宮

水 谷８
１０消 化 器 科

●水曜日は午前のみ樋 口岡 本樋 口樋 口岡 本１１呼 吸 器 科
●ペースメーカークリニックは
火・金曜日午後

●◯新 は新患のみ
長 岡西 尾佐 々 木交代制◯新 吉 田循 環 器 科

●（　）内専門外来（午前中）を
併設しています

●羽藤（木）乳腺・内分泌科は午
前１０時３０分～12時

羽　 藤
（呼吸器・血管）
坪 井

神 谷
（大腸・肛門）

中 村
（消化器）
伊 藤
（消化器・小児）
羽 藤
（乳腺・内分泌）

神　 谷
（肝胆膵・小児）
羽 藤
（呼吸器・血管）

伊 藤
（消化器・小児）
社 本

神 谷
（総　合）
中 村
（消化器）

１

２

３

外 科

●形成外科は第２・４金曜日
午後１時３０分～（要予約）

中 村

磯 部
須 川

中 村
須 川

（股関節健診）
柴 田
磯 部

中 村
柴 田

１
２
３

整 形 外 科

金 山加 藤
鈴 木

鈴 木
加 藤

加 藤
鈴 木

鈴 木
加 藤産婦人科

●腎外来は第４水曜日
●午後は予約患者のみ
●第１・３・５木曜日午後は木下○循 

青 嶋
久 保 田久 保 田

青 嶋

廣 瀬
久 保 田
生 田

１
２
３

小 児 科

白 �
齋 藤

白 �
齋 藤

白 �
齋 藤

白 �
齋 藤

白 �
齋 藤

１
２眼 科

大 野小出・大沢小出・大沢小 出大 野脳神経外科
●月・木曜日の午後は小～
　高校生のみ診察（予約制）

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

竹 山
杉 山

１
２耳鼻咽喉科

●性機能障害外来は
　月曜日午後２時～４時 （要予約）

柚 原
石 田

蟹 本
柚 原

柚 原
蟹 本

石 田蟹 本
石 田

１
２泌 尿 器 科

渡 辺鈴 木鈴 木渡 辺鈴 木皮 膚 科
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
林

猟 山
１
２歯科口腔外科

沼 野沼 野沼 野沼 野CAPD外来
高 田
内 山

柚 木
内 山

高 田
柚 木

柚 木
内 山

高 田
内 山麻 酔 科

［専門別記号］
◯総 －総合診療　　　
 ◯新 －新患　　　　　 
◯腎 －腎臓・膠原病　
◯糖 －糖尿・代謝　　
◯神 －神経　◯血 －血液

●入院患者さんへの面会時間　午後２時～午後７時

あ と が き

ま
た
、や
っ
て
し
ま
っ
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
全

員
分
の
道
具
を
忘
れ
、
鍋
を

や
れ
ば
、
火
の
つ
か
な
い
コ

ン
ロ
を
持
っ
て
く
る
。

今
回
の
駅
伝
大
会
で
は
、

写
真
を
撮
る
た
め
バ
イ
ク
で

移
動
と
思
い
き
や
、
当
日
に

な
っ
て
バ
イ
ク
が
、
ウ
ン
と

も
ス
ン
と
も
い
わ
な
い
。

や
は
り
、
準
備
や
点
検
は

大
事
で
す
ね
。
何
事
も
余
裕

を
持
っ
て
行
い
た
い
と
思
い

な
が
ら
も
、
結
局
、
ぎ
り
ぎ

り
（
い
や
、
期
限
を
過
ぎ
て

か
ら
）
に
な
ら
な
い
と
や
ら

な
い
。

こ
ん
な
私
が
「
健
康
の
ひ

ろ
ば
」を
作
っ
て
い
ま
す
。　
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一般診
妊婦診

前月対比人　　　　数区　　　分
－1,353名延べ 21,954名

外 来患  
者  
数

－72名１ 日 平 均 1,155名
－101名延べ 11,649名

入 院
－3名１ 日 平 均 376名
＋1名15名男 の 子赤

ち
ゃ
ん
誕
生

－2名10名女 の 子
－1名25名計
＋13名21名１ 泊 ２日 コ ー ス人

間
ド
ッ
ク
受
診

－79名523名日帰りコース
±0名3名脳 ド ッ ク
－79名547名計

�月


